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九
月 

別
名 

長
月
（
な
が
つ
き
）
・
建
戌
月
（
け
ん

じ
ゅ
つ
げ
つ
）
・
季
秋
（
き
し
ゅ
う
） 

長
月
は
「
夜
長
月
」
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

『
九
月
の
花
』 

菊
と
彼
岸
花
（
一
名
、
天
上
の
花
と
も
） 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

     
   

   
   

   
   

   
   

野
甘
草
（
の
か
ん
ぞ
う
） 

 

 

          

『九
月
の
言
葉
』 

 

も
し
神
の
刑
罰
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
事

業
の
失
敗
で
は
な
い
、
生
活
の
困
難
で
は
な
い
、
肉
体
の
病
で

は
な
い
、
家
庭
の
不
和
で
は
な
い
、
実
に
、
死
そ
の
も
の
で
も
な

い
。
こ
れ
ら
は
皆
艱
難
（か
ん
な
ん
）不
幸
天
罰
の
う
ち
に
数
え

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
神
の
刑
罰
と
い
う
も

の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
で
あ
る
。
未
来
と
天
国
と
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
聖
書

を
読
ん
で
も
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
感
謝
の

心
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
俗
人
の
よ
う
に
万
事
万
物
を
見
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
の
災
難
で
あ
る
。
最
も
重
い
刑
罰
で
あ

る
。 

 

内
村
鑑
三
著
「一
日
一
生
」七
月
十
四
日 

  

令和 3年 9月（218）

（207）

（（（No2011

）  

 
医院だより  

目
次 
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九
月
の
旧
名
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、
九
月
の
花
、
九
月
の
言
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２ 

九
月
の
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お
知
ら
せ
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３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
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タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 
 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン 

４ 

日
野
原
先
生
語
録
、
詩
（
茨
木
の
り
子
）
、 

け
ん
こ
う
（
１
４
２
） 

７ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
８
８
） 

１
１ 

コ
ロ
ナ
感
染
、
自
分
が
や
れ
る
予
防 
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 『
九
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

 

日 

防
災
の
日
、
関
東
大
震
災
記
念
日

（
大
正
十
二
年
、
１
９
２
３
年
） 

富
山
八
尾
風
の
盆 

 
 

四 

日 
櫛
の
日 

 
 

七 

日 

白
露 
い
よ
い
よ
秋
も
本
格
的
と
な

り
、
野
草
に
白
露
が
宿
り
始
め
ま

す
。 

 
 

八 

日 

太
田
呑
竜
開
山
忌 

慶
長
１
８
年
（
１
６
１
３
）
徳
川

家
康
が
先
祖
と
す
る
新
田
義
重
を

ま
つ
る
た
め
に
呑
竜
を
招
聘
し
て

大
光
院
が
建
立
さ
れ
た
。
当
時
多

く
の
子
ど
も
が
間
引
か
れ
て
殺
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
悲
し
み
、
こ
れ

ら
の
子
ど
も
を
７
歳
ま
で
弟
子
と

し
て
引
き
取
り
養
育
し
た
た
め
、

「
子
育
て
呑
竜
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。 

 
 

九 

日 

救
急
の
日 

重
陽 

中
国
の
陰
陽
思
想
で
は
奇
数

は
陽
、
偶
数
は
陰
と
さ
れ
た
。
一
桁

で
は
一
番
大
き
い
奇
数
（
陽
）
が
重

な
っ
た
締
め
く
く
り
の
節
句
と
し
て

重
視
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

十 

日 

川
中
島
決
戦
（
１
５
６
１
） 

 
 

十
三
日 

世
界
の
法
の
日 

 
 

十
四
日 

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風
来
襲
（
１
９
４
７
） 

 
 

十
五
日 

老
人
の
日 

 
 

十
六
日 

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
や
ぶ
さ
め 

 
 

十
九
日 

子
規
忌 

明
治
三
十
五
年
（
１
９
０
２
） 

 
 

二
十
日 

敬
老
の
日
、
彼
岸
入
り
、
空
の
日
、 

動
物
愛
護
週
間 

 

二
十
一
日 

十
五
夜 

 

 

二
十
三
日  

秋
分
の
日 

 

二
十
六
日 

彼
岸
明
け 

 

二
十
九
日 

宣
長
忌 

享
和
元
年
（
１
８
０
１
） 

 

 
 
 

 
   

 
 

 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

 

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

二
十
年
九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ

ラ
（現
在
は
休
止
）  

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

四
月
以
降
も
継
続
中 

（五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

三
、
当
番
医
・
十
月
十
日
（日
）・ 

十
二
月
十
二
日
（日
） 

九
時
か
ら
十
八
時
ま
で 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
災
禍
の
た
め
、
発
熱
外
来
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
主
に
し
て
、
藤
岡
で
の
蔓
延
を
抑
え
終

息
に
導
け
る
よ
う
、
他
の
医
療
機
関
と
と
も
に
務
め
る

必
要
が
あ
り
、
外
来
予
約
制
は
一
時
休
止
い
た
し
ま

す
。
体
調
が
極
め
て
優
れ
な
い
方
は
直
接
窓
口
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
分
け

て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以

下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

 
 
 

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た
だ

き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 
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 医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

       

           
 

※
現
在
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
中
で
時
間
が
重
な 

 

 
 

 

る
た
め
、
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

   

か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

   

 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応など

の相談）無休、２４時間、２０か国語 

0570-783-910 

月 痔ろう・肛門周囲膿瘍 

火 いぼ痔 

水 切れ痔 

木 歯の寿命 

金 ガムは歯に悪いのか？ 

土日 カラオケポリープ 

http://www.raijin.com/kenko/
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最
も
大
切
な
も
の 

 
 

日
野
原
重
明 

 

人
間
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
も
の
は
、
命
の
長
さ
だ

と
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
。
し
か
し
私
が
出
会
っ
た

人
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
そ
の
人
の
命
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
思
え
る
人
に
お
い
て
は
、
ご
く
少
数
の
例

外
は
あ
る
に
せ
よ
、
命
の
長
さ
は
あ
ま
り
問
題
で
は

な
い
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「
い
の
ち
の
言
葉
」 

 
 

  

 

     

 
 

せ
め
て
銀
貨
の
三
枚
や
四
枚 

 
 

茨
木
の
り
子 
 

 
 
 

言
葉
を
持
た
な
い 

や
さ
し
い
も
の
た
ち 

が
ら
く
た
の
中
で 

光
っ
て
い
る
も
の
た
ち 

私
に
使
わ
れ
た
が
っ
て 

ウ
イ
ン
ク
す
る
壺
や 

あ
た
ま
を
の
ば
す
匙
や 

ふ
て
く
さ
れ
て
い
る
樫
の
木
の
椅
子 

い
ろ
い
ろ
な
合
図
を
受
け
と
る
と 

私
は
落
ち
つ
か
な
く
な
る 

文
な
し
の
時
は 

見
捨
て
て
ゆ
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
だ
か
ら 

せ
め
て 

銀
貨
の
三
枚
や
四
枚 

い
つ
も
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら
さ
せ
て
い
よ
う 

安
く
て 
美
し
い
も
の
た
ち
と
の 

さ
さ
や
か
な
邂
逅
を
逃
さ
な
い
た
め
に 

 

童
話
屋 

茨
木
の
り
子
詩
集
「
見
え
な
い
配
達
夫
」 

   
 
 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
四
十
二
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
２
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
あ
と
半
年
で
２
年
に
な
り
ま
す
。 

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
発
生
率
が
下
降
し
つ
つ
あ
っ
た

が
、
若
い
世
代
の
接
種
が
遅
れ
、
か
つ
こ
の
年
代

の
活
動
形
態
か
ら
収
束
が
遅
れ
、
加
え
て
変
異

種
が
次
々
に
出
現
し
て
き
た
た
め
、
現
在
施
行

中
の
ワ
ク
チ
ン
が
ど
れ
く
ら
い
奏
功
す
る
か
が
不

明
で
は
あ
り
ま
す
が
基
本
的
な
予
防
策
は
変
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
、 

①
体
力
（抵
抗
力
）
を
増
強
し
て
お
く
こ
と 

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と 

③
感
染
機
会
を
減
ら
す
こ
と 

が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

           

（
巻
末
の
ポ
ス
タ
ー
参
考
） 
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１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（９
月
９
日
現
在
） 

１
か
月
前
か
ら
の
変
動
も
併
せ
て
示
す
。 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界  

２
億
０
１
７
４
万
６
２
１
４ 

（
４
２
７
万
８
３
５
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 

２
億
２
２
５
５
万
９
８
０
３
人 

 
 
 

（
４
５
９
万
６
３
９
４
人
） 

米
国 

 
 
 
 

３
５
６
９
万
５
４
６
９
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
６
１
万
６
４
９
３
人
） 

 
 
 
↡ 

 
 
 
 
 
 
 

４
０
４
５
万
６
７
１
１
人 

（
６
５
万
２
６
５
７
人
） 

イ
ン
ド   

 

３
１
８
９
万
５
３
８
５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
２
万
７
３
７
１
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

３
３
１
３
万
９
９
８
１
人 

                

（
４
４
万
⒈
７
４
９
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル    

２
０
１
０
万
８
７
４
６
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
５
６
万
１
７
６
２
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↡ 

 
 
 
 
 
    

２
０
９
２
万
８
０
０
８
人 

                (

５
８
万
４
４
２
１
人) 

日 

本   
 
 
 

１
０
１
万
７
８
４
２
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
万
５
２
７
５
人
） 

⇞ 

               

１
６
⒈
万
６
１
１
７
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
万
６
６
３
９
人
） 

 

東
京
都 

 

２
４
万
０
６
５
３
人
（
２
３
０
６
人
） 

⇓ 

 
 
 
 
  

 

３
６
万
１
０
２
６
人
（
２
５
９
４
人
） 

 

大
阪
府 

 

１
２
万
０
１
７
１
人
（２
７
２
８
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 

１
８
万
５
２
９
０
人
（２
８
４
７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県 

 
６
万
３
３
０
７
人
（
８
５
３
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

１
０
万
８
０
５
９
人
（
９
２
０
人
） 

 

群
馬
県 

 

９
５
６
５
人
（
１
５
５
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

１
万
５
８
５
４
人
（
１
６
４
人
） 

 

    

前
橋
市   

１
５
７
８
人
（
２
５
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

           
 

２
３
２
９
人
（
２
７
人
） 

高
崎
市 

 
 

１
４
６
３
人
（
１
１
人
） 

                         
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

２
２
７
７
人
（
１
４
人
） 

藤
岡
市 

 
    

２
４
４
人
（２
人
） 

 ⇓ 

               

３
１
７
人  

伊
勢
崎
市 

 

１
６
９
４
人
（２
２
人
） 

 
 
 
 
 

    
     ⇓ 

 
   

２
８
３
２
人 

 
 
 
 
 

太
田
市 

 
 

２
８
３
６
人
（１
人
） 

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
が
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の
問

題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と 

Ｂ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（個
別
接
種
） 

≪

お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）》 

Ａ  

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ
ナ 

 

 
 

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 



6 

  
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

Ｂ 
藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー             

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

Ｃ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 

 

３
．
早
期
治
療
に
関
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
調

べ
て
ほ
し
い
時 

① 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り

つ
け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
、
電
話

相
談
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

診
察
を
し
た
医
師
に
よ
っ
て
、
感
染
が
疑
わ
れ

る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

③ 

ま
た
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
に

は
、
「受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
電
話
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。 

（
本
誌
、
２
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」
の
五
を
参
照
） 

４
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状 

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な 

 
 

ど
で
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿
っ
て 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
た
め
の 

 
 

対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

   

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

夏
期
テ
ン
ト
の
用
意 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 
２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 
い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

 
 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く 

 

だ
さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関 

 

扉
の
左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン 

 

を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下 

 

さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

５
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に 

 
 
 

つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１

週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠
感)

、

の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 
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（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
２
ペ
ー
ジ
、
五
参
照)

 

６
． 
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は

院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状

の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や

く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻

を
お
さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
八
） 

 

桐
生
祥
秀
選
手 

◇
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
期
待
の
４
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
は
、
日
本
は
、
多
田
修
平
選

手
、
山
縣
亮
太
選
手
、
桐
生
祥
秀
選
手
、
小
池

祐
貴
選
手
の
４
人
の
チ
ー
ム
で
出
場
し
た
が
、
１

走
か
ら
２
走
へ
の
バ
ト
ン
パ
ス
に
失
敗
し
、
ま

さ
か
の
途
中
棄
権
と
な
っ
た
。 

◆
桐
生 

祥
秀
（
き
り
ゅ
う
よ
し
ひ
で
（
１
９
９
５
年 

 

１
２
月
１
５
日 

生
）は
、
滋
賀
県
彦
根
市
出
身
。
２

０
１
７
年
に
、
１
０
０
ⅿ
走
の
公
認
記
録
で
は
日

本
人
史
上
初
・ア
ジ
ア
出
身
選
手
史
上
２
人
目
の

９
秒
台
と
な
る
、
９
秒
９
８
を
記
録
し
た
。 

２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

４×

１
０
０
ⅿ
リ
レ
ー
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
。 

◇
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
桐
生
選 

手
に
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
親
近
感
を
持
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
日
本
で
メ
ダ
ル
を
取
ら
せ
て
や
り
た
か

っ
た
だ
ろ
う
し
、
４
選
手
が
同
じ
思
い
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。 

◆
「予
選
で
の
自
分
の
成
績
不
振
の
た
め
に
、
バ
ト
ン

パ
ス
に
気
を
取
ら
れ
過
ぎ
て
余
裕
を
失
っ
た
の
が

原
因
」と
多
田
、
山
縣
両
選
手
を
か
ば
っ
た
姿
に
、

こ
の
選
手
を
も
っ
と
大
き
く
育
て
よ
う
と
い
う
神
の

意
思
が
働
い
て
い
る
と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

   
 

 
 
 

 
 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/1995%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1995%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1995%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/12%E6%9C%8815%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BD%A6%E6%A0%B9%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/2017%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2017%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2017%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2017%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E7%A7%92%E3%81%AE%E5%A3%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E7%A7%92%E3%81%AE%E5%A3%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E7%A7%92%E3%81%AE%E5%A3%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/2016%E5%B9%B4%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%87%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AD%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF%E3%81%AE%E9%99%B8%E4%B8%8A%E7%AB%B6%E6%8A%80%E3%83%BB%E7%94%B7%E5%AD%904%C3%97100m%E3%83%AA%E3%83%AC%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/2016%E5%B9%B4%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%87%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%8D%E3%82%A4%E3%83%AD%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%83%E3%82%AF%E3%81%AE%E9%99%B8%E4%B8%8A%E7%AB%B6%E6%8A%80%E3%83%BB%E7%94%B7%E5%AD%904%C3%97100m%E3%83%AA%E3%83%AC%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%80%E3%83%A1%E3%83%80%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%80%E3%83%A1%E3%83%80%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8A%80%E3%83%A1%E3%83%80%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88


8 

 

鉄
道
病
院
で
の
３
つ
の
出
会
い 

 

藤
岡
の
総
合
病
院
に
来
る
前
に
、
１
年
間
高
崎

鉄
道
病
院
で
過
ご
し
た
。
大
学
卒
業
し
て
か
ら

こ
ん
な
に
の
ん
び
り
と
し
た
一
年
間
を
過
ご
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
貧
乏
く
じ
を
引
い
た
よ
う

な
気
持
ち
が
し
た
り
し
て
、
こ
れ
か
ら
臨
床
の

医
学
か
ら
は
後
れ
を
と
っ
て
立
ち
直
れ
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。 

し
か
し
そ
れ
か
ら
３
０
年
余
過
ぎ
て
、
振
り
返

っ
て
み
る
と
こ
の
一
年
間
が
い
か
に
か
け
が
え
の

な
い
１
年
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
人
生

の
妙
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
う
ち
で
特
に
３
つ
の
出
会
い
が
ひ
と
き
わ

強
く
想
い
出
さ
れ
る
。 

 

①
夜
間
救
急
患
者
が
全
く
い
な
い
当
直
だ
っ
た

の
で
、
当
番
の
日
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
読
め
な

か
っ
た
外
科
学
大
系
を
少
し
ず
つ
運
び
込
ん

で
、
５
０
余
巻
を
読
み
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
こ
の
ゆ
と
り
の
１
年
が
な
く
て
は
生
涯

か
な
わ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

私
た
ち
が
卒
業
し
て
外
科
学
教
室
に
入
っ
た
と

き
、
１
５
年
上
の
先
輩
が
、
新
人
に
向
か
っ
て
、 

「医
者
に
な
る
と
車
で
も
買
い
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ

う
が
、
私
は
外
科
学
大
系
を
買
っ
て
、
す
べ
て
読
ん

だ
、
そ
れ
が
勉
強
に
な
っ
た
。
君
た
ち
も
そ
う
し
な

さ
い
」 

と
諭
し
て
く
れ
た
。 

生
活
費
を
得
る
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
県
内
の
病

院
に
週
１
回
出
張
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
車
は
買
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
外
科
学
大

系
も
買
っ
て
本
棚
に
き
れ
い
に
並
べ
て
置
い
た
。 

普
通
な
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
ま
ま
飾
り
物
と
し
て

私
の
生
涯
に
つ
い
て
回
り
、
開
か
れ
る
こ
と
も
な

く
、
時
に
は
邪
魔
に
さ
れ
な
が
ら
、
本
の
生
涯
を
終

え
た
で
あ
ろ
う
。 

卒
業
８
年
目
に
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
が
待
っ
て
い
て
、
先
輩
の
諭
し
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
事
で
あ
っ

た
。 

②
あ
る
午
後
、
院
長
と
わ
た
し
が
二
人
で
話
し
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。 

「私
の
先
祖
は
、
越
後
、
村
松
藩
の
下
級
武
士
で
し
た

か
ら
関
東
に
流
れ
て
来
て…

」 

と
身
の
上
話
を
し
て
く
れ
た
。 

私
の
母
方
の
祖
父
も
同
じ
村
松
藩
の
出
身
で
、
明

治
に
な
っ
て
、
越
後
湯
沢
の
医
家
に
入
婿
し
、
町
医

者
と
し
て
あ
わ
た
だ
し
い
一
生
を
終
え
た
と
聞
い

て
い
た
の
で
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、 

『奇
し
き
縁
で
す
な
』 

と
驚
き
か
つ
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。 

 

山
本
周
五
郎
の
『樅
の
木
は
残
っ
た
』と
い
う
作
品

が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

大
河
ド
ラ
マ
第
８
作
目
で
放
送
さ

れ
、
最
終
回
の
放
送
の
時
に
、
叛
逆
者
原
田
甲
斐
の

幼
女
が
越
後
村
松
藩
に
送
ら
れ
て
甲
斐
の
一
族
が

全
て
殺
害
さ
れ
た
中
で
、
た
だ
ひ
と
り
永
ら
え
た

と
語
ら
れ
た
よ
う
に
記
憶
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
話

も
院
長
に
お
話
し
し
た
ら 

『あ
あ
、
そ
ん
な
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
！
』 

と
、
こ
の
こ
と
に
も
大
い
に
驚
い
て
下
さ
れ
た
。 

（後
で
原
作
を
調
べ
た
が
そ
の
記
載
は
な
く
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
と
思
っ
て
い

る
。
忠
義
の
た
め
に
敢
え
て
逆
賊
の
汚
名
を
身
に
受

け
た
と
い
う
山
本
周
五
郎
が
解
釈
し
た
原
田
甲
斐

の
死
後
、
一
族
は
こ
と
ご
と
く
殺
害
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
で
も
遺
徳
を
し
の
ん
で
集

ま
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
ま
た
一
人
で

も
命
が
つ
な
が
れ
た
人
が
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
泉

下
の
甲
斐
に
は
せ
め
て
も
の
慰
め
に
な
っ
た
だ
ろ
う

し
、
ま
た
現
代
に
生
き
る
番
組
の
視
聴
者
に
と
っ
て

も
救
い
に
な
る
ひ
と
言
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
） 
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③
亀
井
勝
一
郎 

亀
井
勝
一
郎
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人

は
多
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
ひ
と
の
本
を
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
年
代
の
大
学
受
験

の
国
語
で
は
小
林
秀
雄
と
並
ん
で
多
く
こ
の
文

芸
評
論
家
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
私

も
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
た
と
い
う
だ
け
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
。 

大
学
を
卒
業
し
て
外
科
の
教
室
に
入
り
、
勉
強
も

せ
ず
に
筋
肉
労
働
者
の
よ
う
に
昼
も
夜
も
体
を
動

か
し
て
働
く
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
手
術
は

う
ま
く
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
論
文
が
書
け
る
わ
け

で
も
な
く
、
自
分
の
一
生
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

か
と
や
は
り
真
剣
に
悩
ん
で
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ

る
。 

ぶ
ら
り
と
高
崎
の
町
に
出
て
、
本
屋
に
入
っ
た
。   

亀
井
勝
一
郎
著
「黄
金
の
言
葉
」
と
い
う
本
が
あ
っ

た
。
大
学
浪
人
時
代
、
名
前
を
覚
え
た
作
家
の
本

だ
が
、
こ
の
本
の
よ
う
に
「○
○
名
言
集
」な
ど
と

言
っ
た
題
で
書
か
れ
て
い
る
類
の
本
は
、
実
に
た
く

さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
名
著
の
一
部
分

だ
け
を
抜
き
出
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
普

段
な
ら
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
た
の
だ
っ
た
が
、
何
し

ろ
受
験
時
代
に
刷
り
込
ま
れ
た
「
亀
井
勝
一
郎
」の

名
に
押
さ
れ
て
、
つ
い
手
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
と

こ
ろ
が
手
に
取
っ
て
最
初
の
文
章
に
目
が
釘
付
け

に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

努
力
と
迷
い
、
に
つ
い
て 

「人
間
は
努
力
し
て
い
る
あ
い
だ
は
、
迷
う
に
き
ま
っ

た
も
の
だ
」  

 

と
い
う
、
ゲ
ー
テ
の
「フ
ァ
ウ
ス
ト
」
か
ら
の
言
葉
で

あ
っ
た
。
「…

…

迷
う
に
き
ま
っ
た
も
の
だ
」と
い
う

確
信
に
満
ち
た
言
葉
に
借
り
物
で
は
な
い
強
さ
を

感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
展
開
し
て

行
く
。 

「努
力
を
中
止
す
れ
ば
迷
い
は
な
く
な
る
」 

「迷
い
と
は
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
」 

「何
ら
の
疑
問
も
も
た
ず
、
世
間
の
言
う
通
り
に
、
そ

の
ま
ま
う
の
み
に
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
の
思

索
の
放
棄
で
、
だ
ん
だ
ん
自
分
の
自
由
を
失
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
」 

「考
え
る
こ
と
の
放
棄
は
自
由
の
敵
」 

「誰
で
も
言
っ
て
い
る
こ
と
を
た
だ
口
真
似
し
て
い
る

だ
け
＝
ス
ロ
ー
ガ
ン
」 

「ス
ロ
ー
ガ
ン
は
集
団
的
な
行
動
の
た
め
に
は
必
要

だ
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
危
険
性
は
思
考
の
省
略
あ
る

い
は
中
止
に
あ
る
」 

「迷
う
こ
と
と
は
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
＝
自
分
の

心
の
自
由
を
守
る
こ
と
な
ん
だ
」 

「無
限
の
探
求
心
、
徹
底
し
た
正
確
さ
へ
の
意
思
、
あ

い
ま
い
な
も
の
を
許
す
ま
い
と
い
う
決
心
を
厳
し
く

自
分
に
課
し
て
自
分
を
厳
し
く
見
つ
め
て
い
く
と
、

呆
然
と
す
る
ほ
ど
困
る
こ
と
が
多
い
に
違
い
な
い
。

し
か
し
そ
れ
こ
そ
が
人
間
が
成
長
し
て
い
る
証
拠

だ
、
成
長
が
止
ま
っ
た
ら
、
疑
う
こ
と
も
、
迷
い
も
苦

し
み
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
、
そ
う
な
っ
た
ら
若
く
て

も
老
人
と
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
、
其
れ
は
精
神
的
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老
衰
で
あ
る
、
こ
れ
こ
そ
お
そ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
真
の
長
命
と
は
、
未
解
決
の
問
題
を
背
負
っ

て
生
き
抜
い
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
自
己
満
足
は

精
神
の
最
大
の
敵
で
あ
る
」 

ま
さ
に
頭
か
ら
冷
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
気
持
ち

で
あ
っ
た
。 

ゲ
ー
テ
が
亀
井
勝
一
郎
に
乗
り
移
っ
て
一
体
化

し
た
よ
う
な
強
い
、
確
信
に
満
ち
た
も
の
の
言
い

よ
う
で
あ
っ
た
。 

頭
の
回
転
の
悪
さ
は
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
頭

に
も
響
い
た
こ
の
言
葉
で
、
私
は
目
が
覚
め
た
。 

「迷
う
こ
と
は
自
分
が
ま
だ
努
力
の
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
証
拠
な
ん
だ
」 

と
自
分
を
責
め
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。 

 

１
年
間
の
高
崎
で
の
生
活
は
、
生
涯
を
揺
さ
ぶ

る
本
に
わ
た
し
が
出
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

明
治
時
代
は
ド
イ
ツ
語
が
隆
盛
で
、
太
平
洋
戦

争
の
敗
戦
か
ら
は
、
英
語
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る

が
、
残
念
な
こ
と
は
ド
イ
ツ
や
ロ
シ
ア
文
学
が
英

米
の
そ
れ
に
比
べ
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。 

ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
の
文
学
の
深
さ
を
知
ら
ず
に
一

生
を
終
え
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。 

今
年
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
生
誕
２
０
０
年
と
い

う
記
念
の
年
、
途
中
ま
で
読
ん
で
何
度
も
放
棄
し

た
「カ
ラ
マ
ゾ
フ
の
兄
弟
」を
今
度
こ
そ
最
後
ま
で

読
ん
で
み
る
か
、
字
面
だ
け
追
っ
た
ゲ
ー
テ
の
「若

き
ウ
エ
ル
テ
ル
の
悩
み
」「フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
も
う
一

度
挑
戦
し
て
み
る
と
す
る
か
？ 

目
覚
め
る
の
が
遅
く
、
今
に
な
っ
て
寝
る
時
間
を
惜

し
む
老
人
の
戯
れ
言
で
あ
る
。 
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